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S 大学バレーボール部員男子 11名、女子8 名の言1'19名を被験者とし、平成 12年 9 月 ~12月に
を行った。
(1)佐賀大学大学院教育学研究科 (2)鹿児島孫立与論高等学校 (3)佐賀大学











































着地II~i(こ 0.07m/secと正の簡を示し重心が身体の後方へ移動したことを示している。 (p <0.05) これは、
ブロックジャンプで壊を目立1mさせる fくの字型j のフォームが表れたことと関係すると考えられる。
バレーボールジャンプにおけるジャンブ高は下肢の設献が大きいが、 20%ほど上肢が関わるという
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